
幼児教育・保育の無償化の主な例

３歳～５歳

保育所、認定こども園、
幼稚園、地域型保育、
障害児通園施設等

利用 幼稚園の預かり保育※1

利用

利用

複数
利用

幼稚園
保育所

認定こども園

障害児
通園施設

一時預かり、病児保育、
認可外保育施設等※1
（幼稚園との重複利用可能）

０歳～２歳
市民税非課税世帯及び
第３子以降が対象

全ての利用世帯が対象

対象となるお子さん

幼児教育・保育の無償化について

就学前のすべてのお子さんが、健やかに成長するように、子育てを行うご家庭の
経済的負担の軽減を図るために実施されるものです。
ここでは無償化の対象となる施設や具体例などについてお知らせいたします。

村山市は１人目のお子さんの保育料が
県内13市で唯一『半額』です！

※1 無償化の対象となる保育サービスを受けるためには、保育の必要性の認定が必要となります。
現在利用している施設を通して申請してください。

無償化の対象とならない１人目と２人目のお子さんの利用者負担額（保育料）の半額助
成事業については、これまで同様に行います。

（第３子以降の考え方
についてはこれまで
の保育料の多子軽減
と同じです。）

※2 新制度に移行済の幼稚園を利用されている場合は、上限はございません。
なお、市内の幼稚園は新制度に移行していません。

幼稚園保育料に加え、
月11,300円まで無償
（0～2歳は16,300円）

無償
（幼稚園は月25,700円まで※2）

3～5歳月37,000円まで
0～2歳月42,000円まで

無償
（幼稚園利用者は3～5歳月11,300円、
3歳児クラスは16,300円まで）

ともに無償※2
（幼稚園は月25,700円まで）


